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福岡教育大学 
    

26 ―1st― 19 

 ○  
東海大学九州 

17 ―2nd― 17 

７８ 21 ―3rd― 20 ８０ 

14 ―4th― 24 

  

開催場所：日本経済大学  

試合区分：第 26回全九州大学バスケットボールリーグ戦 

試合期日：2019年 9月 14日(土)                  

試合時間：10：00～ 

ＣＣ：和田 敏文 

Ｕ１：萩尾 繁治 

Ｕ２：副島 亜紀子 

第１クォーター 

 東海大＃２８脇山がファウルをもらいフリースローを両方きめて試合が始まる。序盤、

お互いシュートが入らない中で福教大＃１０山下のスティールからレイアップを決める。

中盤、両チームシュートが入らない状況が続き試合は均衡する。残り３：３５、流れを断

ちたい福教大はタイムアウトを請求。終盤、福教大＃９竹内の３Ｐシュート等でリードを

して、２６－１９と福教大リードで第１クォーターを終える。 

第２クォーター 

 立ち上がり、東海大＃２８脇山の３Ｐシュートから始まる。続けて＃５荒牧がシュート

を沈め、福教大に食らいつく。対する福教大は＃１５藤本の３Ｐシュートで東海大に流れ

を渡さない。中盤、流れを変えたい東海大は、残り５：２７、タイムアウトを請求する。

しかし、東海大は福教大の粘り強いデフェンスに阻まれ、シュートがなかなか決まらない。

第２クォーター終盤まで追いつくことは出来ず、４３―３６と福教大リードのまま前半を

折り返す。 

第３クォーター 

 後半、東海大学は動きながら果敢に攻めるもゴールに嫌われる。一方、福教大は＃１０

山下のドライブやリバウンドからシュートで得点を重ねる。中盤、東海大は＃１８松岡の

ドライブで相手のミスを誘いフリースローを獲得。徐々に福教大を追い上げる。しかし、

負けじと福教大も＃９竹内が３Ｐシュートを連続で沈める。終盤、東海大は＃５荒牧の連

続得点で流れを引き寄せる。福教大は東海大の厳しいディフェンスに、得点が中々取れな

いが、福教大がリードを保ち６４−５６で第３クォーターを終える。 

第４クォーター 

最終クォーター、東海大＃３寺井のシュートで一気に差が縮まる。続けて＃５荒牧の得点

が決まり３点差になる。堪らず福教大は、殘り７：０９、タイムアウトを請求。その後、

東海大は同点の３Ｐシュートを狙うが入らず。福教大もミスがある中で＃１０山下がフリ

ースローを決め４点差。東海大＃０岩崎が３Ｐシュートを決めて遂に１点差になる。しか

し、福教大も＃１０山下がシュートを決め返して３点差と入れ合いが続く。東海大＃０岩

崎が３Ｐシュートを決めて同点。東海大は攻め続け、着実に得点を重ねていく。決めきれ

ない中で福教大＃１０山下が決めて、２点差に縮まるが最後の同点シュートが惜しくも入

らず、７８―８０で東海大がリーグ一つ目の白星を獲得した。 

 

 

 

 

 

 


